
倉敷市水道局建設工事等入札契約制度改正 

 

１ 水道施設工事における入札参加者の等級別入札参加資格の改正について 

 (１) 改正内容 

  水道施設工事における入札参加者の等級別入札参加資格を次のとおり変更する。 

改正後 改正前 

工事設計金額 等級 工事設計金額 等級 

３００万円以上 Ａ ３００万円以上 Ａ 

４,０００万円未満 Ｂ ３,０００万円未満 Ｂ 

５００万円未満 Ｃ ５００万円未満 Ｃ 

 ※ 工事設計金額は，消費税額及び地方消費税額を含む。 

(２) 施行年月日 

   令和３年６月１日以降の公告分から 

 

２ 水道施設工事における一般競争入札の地区要件の改正について 

 (１) 改正内容 

  水道施設工事における一般競争入札の地区要件を次のとおり変更する。 

改正後 改正前 

工事設計金額区分 地区要件 工事設計金額区分 地区要件 

１千万円以上４千万円未満 ３地区 １千万円以上３千万円未満 ３地区 

４千万円以上５千万円未満 ２地区 ３千万円以上 １地区 

５千万円以上 １地区   

 ※ 工事設計金額は，消費税額及び地方消費税額を含む。 

 ※ ３地区とは，【倉敷】，【児島・水島】，【玉島・船穂・真備】をいう。 

 ※ ２地区とは，【倉敷・児島】，【水島・玉島・船穂・真備】をいう。 

(２) 施行年月日 

   令和３年６月１日以降の公告分から 

 

３ 土木設計における指名競争入札参加希望者の資料届出について 

(１) 改正内容 



次の技術者の配置を求める水道局が発注する土木設計の指名競争入札に参加を希望する

場合，資料（別紙１）の届出を求めることとする。 

なお，指名競争入札において棄権（無断欠席）をした場合は，以後の入札において，

指名をしない可能性があるため，入札に参加できない場合は，開札までに電子入札シス

テム上で「辞退」の処理を忘れないように行うこと。 

(２) 配置を求める技術者 

ア 技術士 

・ 技術士法（昭和５８年法律第２５号）第３２条第１項に規定する技術士登録簿に登

録された者をいう。この場合の技術部門は，技術士法施行規則（昭和５９年総理府令

第５号）第２条第１０号に規定する上下水道部門とし，選択科目は同規則第１１条の

表の下欄に掲げる上水道及び工業用水道とする。 

イ 技術管理者 

・ 建設コンサルタント登録規程（昭和５２年建設省告示第７１７号）第２条第１項に

規定する建設コンサルタント登録簿に登録された者をいう。ただし，登録部門は，上

水道及び工業用水道部門に限る。 

ウ ＲＣＣＭ 

・ （一社）建設コンサルタンツ協会のシビルコンサルティングマネージャ（ＲＣＣＭ

）資格制度規程第８条第１項に規定するＲＣＣＭ登録システムに登録された者をいう。 

(３) 届出先 

倉敷市水道局水道総務課 

(４) 届出時期 

令和３年２月１日以降 

(５) 名簿の有効期間 

届出年の６月１日から翌年５月３１日まで 

（届出日が６月１日以後の場合は受付日の翌日からとする。） 


